
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度石川県立大学一般選抜後期日程試験 

「理科（物理基礎・物理）」における問題訂正について 

 

 

 令和3年3月12日（金）に実施した石川県立大学一般選抜後期試験「理科（物理基

礎・物理）」において，試験問題の訂正を行いました。 

 前期試験「理科（化学基礎・化学）」の出題ミスに引き続き、今回の問題訂正により受験

者並びに関係者の皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。 

 

 

 

１ 訂正の内容 

・理科（物理基礎・物理） 

問題3（P20）の問題文本文6行目において、「気体の圧力がp1[Pa]」と記載すべき 

箇所を「気体の圧力がp1」（単位[Pa]の記入漏れ）と記載されていました。 

２ 対応 

判明後、直ちに受験者全員に問題訂正があることを口頭で伝えた上で、訂正内容

を板書して、問題訂正を周知いたしました。なお、問題訂正の周知が試験時間の

前半に終了したことから、試験時間の延長は行いませんでした。 

 

 

 同様の内容については、石川県立大学ホームページ（www.ishikawa-pu.ac.jp）において

も掲載いたします。 

【 資 料 提 供 】 

令和３年３月１２日 

石川県立大学事務局長 池田 

076-227-7551（内線：1140） 



3後理

理基礎・物

問題 3 次の文章を読み、以下の間に答えよ。なお、計算過程も含めて解

答すること。

(配点 50点)

なめらかに動 く質量 ″ 〔kg〕 、断面積 S〔m2〕 のピス トンがついたシリンダー

が鉛直に置かれてお り、中には単原子分子理想気体が入れ られている。シリンダ

ー内部に付けられた温度調節器により内部を加温および冷去口することができる。

最初、ピス トンがつ りあつた状態では、シリンダー内の気体は圧力 抑 〔Pa〕 、体

積 70〔m3〕 、温度 鶴 〔K〕 であった (状態 0)。 次にピス トンが動かないように

ス トッパーで固定 して、気体の圧力が ュ になるまで、シリンダー内をゆつくり

加熱 した (状態 A)。 加熱をやめス トッパーをとり除くと気体はピス トンをゆつ

くり押 し上げながら膨張 し、その体積が 71〔m3〕 のところでつ りあつた (状態

B)。 その状態からシ リンダー内部を冷却すると気体はゆつくり収縮 し、状態 0
に戻つた。ピストンおよびシリンダーは熱を通さないものとし、重力加速度をg

〔m/s2〕 とする。

(1)Aお よび Bの状態における気体の温度 ■および ■ を求めよ。

(2)A→Bの過程で気体が外部にした仕事を求めよ。

(3)B→0の過程で気体が外部にした仕事を求めよ。

0この一連のサイクルを熱機関とみなしたとき、その熱効率 θを求めよ。
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